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岡
垣
町
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
食

育
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
社
会
が
連
携
、
協
働
す
る
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

食
育
と
は
、
生
き
る
上
で
の
基
本
と

な
る
正
し
い
食
習
慣
と
、
正
し
い
生
活

リ
ズ
ム
を
確
立
さ
せ
る
教
育
で
す
。

私
た
ち
の
食
生
活
は
、
生
活
習
慣
の

多
様
化
な
ど
で
大
き
く
変
化
し
、
栄
養

の
偏
り
、
不
規
則
な
食
事
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
て
、
健
全
な

食
生
活
を
取
り
戻
し
て
行
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

○
６
月
10
日
山
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
食
育

講
演
会(

山
田
小
学
校)

百
九
十
五
人

参
加

○
７
月
31
日
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室(

中

央
公
民
館)

親
子
10
組
26
人
参
加
　

○
８
月
16
・
17
・
28
・
29
・
30
日
食
育

の
た
め
の
中
学
生
料
理
教
室(

中
央
公

民
館)

百
二
十
一
人
参
加

食
育
研
究
発
表
会

と
　
き

10
月
27
日
(金)

と
こ
ろ

岡
垣
東
中
学
校

岡
垣
東
中
学
校
は
、
平
成
17
年
度
に

文
部
科
学
省
地
域
研
究
実
践
校
の
指
定

を
受
け
て
、
学
校
給
食
を
生
き
た
教
材

と
し
て
学
校
生
活
全
体
を
通
し
て
食
の

大
切
さ
を
見
直
し
、
豊
か
な
心
と
健
康

な
身
体
を
育
む
た
め
の
自
己
管
理
能
力

を
身
に
付
け
た
生
徒
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ま
と
め
と
し
て
、

食
と
健
康
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
公
開
授
業
、
研
究

発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。

家
庭
教
育
講
演
会

と
　
き

平
成
19
年
１
月
20
日
(土)

と
こ
ろ

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
食
生
活
に
関
心
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
体
を
作
る
要
素
と
し

て
、
食
は
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

今
年
は
、
食
育
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演

会
を
行
い
ま
す
。

岡
垣
町
の
食
育

食
育
っ
て
何
？

今
年
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ
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５
回
行
わ
れ
た
こ
の
教
室
で
は
、
地
元

の
生
産
者
を
講
師
に
招
き
、
家
庭
で
も
簡

単
に
で
き
る
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

献
立
は
、
波
津
ご
は
ん(

か
し
わ
め

し)

・
夏
野
菜
ス
パ
ゲ
テ
ィ
・
か
ぼ
ち
ゃ

ス
ー
プ
・
か
ぼ
ち
ゃ
白
玉
で
す
。
ト
マ

ト
や
な
す
が
嫌
い
な
生
徒
も
い
ま
し
た

が
、
口
に
し
て
み
る
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

出
し
、
全
部
食
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

中
で
も
一
番
人
気
が
あ
っ
た
の
は
、
鶏

肉
、
ご
ぼ
う
、
人
参
を
醤
油
で
煮
て
、
炊

き
上
が
っ
た
ご
は
ん
と
一
緒
に
蒸
ら
し
て

混
ぜ
込
ん
だ
、
波
津
ご
は
ん
で
し
た
。

正
月
や
お
盆
な
ど
、
親
戚
が
集
ま
っ

た
と
き
に
作
る
と
い
う
西
部
地
区
の
伝

統
料
理
の
一
つ
で
す
。

食
材
の
工
場
製
品
化
が
進
む
中
、
地

元
の
野
菜
な
ど
を
使
い
、
時
間
と
手
間

を
か
け
て
料
理
が
で
き
て
い
き
、
そ
し

て
そ
れ
を
頂
く
と
い
う
の
は
、
と
て
も

素
晴
ら
し
い
経
験
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
料
理
を
作
っ
て

い
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

と　き ８/16・17・28・29・30
ところ 中央公民館
参加者 121人

包
丁
の
使
い
方
が
よ
く
分
か
ら
な
か

っ
た
し
、
料
理
を
し
な
が
ら
片
付
け
る

の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
お
い
し
い
料

理
が
で
き
ま
し
た
。
家
で
は
カ
ボ
チ
ャ

ス
ー
プ
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
料
理
を

作
る
の
も
食
材
を
作
る
の
も
大
変
だ
と

思
い
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
班
の
仲
が
良
か
っ
た
せ

い
か
、
手
際
が
い
い
と
ほ
め
ら
れ
ま
し

た
。
料
理
す
る
こ
と
を
面
倒
く
さ
い
と

思
わ
ず
に
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
こ
と

か
ら
始
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。
料
理
を

教
え
て
も
ら
っ
た
人
た
ち
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

地元の生産者と触れ合いながら、
おいしく旬を体験しよう

食育のための中学生料理教室

地

元

生

産

者

の

感

想

中

学

生

の

感

想

「早寝・早起き・朝ごはん」運動に岡垣町PTA連合会も取り組んでいます

問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
・
社
会

教
育
課
・
中
央
公
民
館
へ

講師をした地元生産者
俵口和義さん(手野区)

岡垣東中学校１年
川原直樹くん

岡垣東中学校１年
園田梨奈さん
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▲田口さんは現在でも趣味の写真撮影でいろ
いろなところに出掛けられ作品作りを楽し
まれています

岡垣町では、平成３年度から長野県上田市真田町と国
内短期留学事業を行い、多くの子どもたちが、気候・風
土・習慣の異なる地域でホームステイをする中で貴重な
体験をし、成長していきました。

今年度は真田町
から小学校５、６
年生14人、スタッ
フ４人が岡垣町を
訪れ、海水浴やサ
ーフィン体験をし
たり、海上保安庁
の巡視艇に乗船し
たりして海のある
町での生活を楽し
みました。

夏の思い出できたかな?
７/29～８/３真田町からのホームステイ

田口岩助さん(吉木区)が、高齢者叙勲を受章されまし
た。高齢者叙勲は、教育関係歴が30年以上で公立学校
の校長を経験し、学校教育における功績が特に顕著な人
で年齢88歳に達した機会に勲章を与えるものです。
田口さんは、昭和14年に現在の内浦小学校の教諭と
なり、児童の教
育に精力的に取
り組まれ、昭和
43年遠賀中学校
長、その後岡垣
中学校長として
教育の発展に大
きく貢献されま
した。
田口さんは、

叙勲を受けられ
「大変光栄なこ
とです」と喜ば
れています。

長年の功績を認められました
高齢者叙勲受章

棚田オーナーの約50人が、稲刈りを行いました。
参加者は、「稲刈りが、これほど大変とは思いません
でした。私たちは、田植と稲刈りだけですが、農家のみ
なさんの大変さが分かりました。」「稲刈りが終わってか
ら食べたおにぎりは本当に美味しかったです。また、来
年も参加します。」と感想を話してくれました。
原棚田保存会からは「この稲作体験を通じて、都市と
農村の交流をはかり、農村環境に目を向けてもらい、地
元で採れた農産物の販路を広げて行きたい。」と話してく
れました。

稲刈りって本当に大変
９/３棚田オーナー稲刈り(原区)
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オーストラリアの中学校の授業に参加しながら、英会話の
習得やホームステイ先での日常生活など一人ひとり貴重な
体験をしました

▲

町内の中学生15人が、オーストラリアで外国の家庭
にホームステイし、姉妹校のサンシャイン・コースト・
グラマースクールの授業に参加しました。
この研修は、外国の家族との生活で、その国の習慣や
文化を直接体験しながら国際感覚を養うとともに、日本
の文化や習慣を改めて見つめ直すことを目的とし、今回
で13回目を迎えました。

夢の体験　オーストラリア
７/29～８/12中学生海外ホームステイ研修(オーストラリア）

ペタンク・ドッヂビ
ー・ソフトエアロビク
ス・体力テストの４つ
の教室に、約50人が参
加しました。小学生と
大人が一緒になって、
いろんなスポーツで楽
しくさわやかな汗を流
しました。

夏も元気にスポーツを
８/５～27夏休みふれあいスポーツ教室

▲８/５　ＮＨＫジュニアバレーボール教室
バレーボールの元オリンピック日本代表の大林素子さ
ん、永富有紀さんを講師に迎えた教室に、岡垣町の中学
生などが参加しました。子どもたちは、有名な選手から
直接指導を受けたことで、将来のオリンピック選手を目
指してがんばってくれることでしょう。

ふれあいキャラバンin岡垣町
NHK北九州放送局開局75周年記念(岡垣サンリーアイ)

▲８/17 ＮＨＫラジオ公開収録民謡をたずねて
原田直之さんや藤堂輝明さんなどを迎え、公開録音が
行われました。放送は、10月28日(土)、11月4日(土)
の午前11時５分から11時25分に、ＮＨＫラジオ第１で
放送される予定です。

９/２　おかあさんといっしょ宅配便 ぐ～チョコランタン小劇場
テレビでおなじみのスプー、アネム、ズズ、ジャコビ
に会って、子どもたちは目を輝かせていました。

▲

体力テストでは握力やジ
ャンプ力を計りました

▲
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参加する人も読む人もみんな友達。このコ
ーナーでひとつになって楽しもう！「どくし
ゃの私書箱」は、そんな願いを込めた読者の
ページです。楽しかったこと、悲しかったこ
とから地域の活動まで、また、イラスト・4
コマまんが・俳句・川柳などの作品もお待ち
しています。
応募先／〒811-4233岡垣町野間1丁目1番1号
岡垣町役場地域づくり課広報「どくしゃの私書箱」
係
※住所・氏名（紙上匿名可）・年齢・電話番号をお
忘れなく

一
般
の
投
稿

病
床
吟
ま
た
創
っ
て
と
人
の
云
う

唯
々
嬉
し
難
か
し
き
事

中
原
　
政
平

青
嶺
岡
垣
俳
句
会

砂
浴
び
の
雀
が
一
羽
花
木
槿大

村
　
照
子

歌
仙
絵
の
白
の
浮
き
た
つ
油
照
り

岩
崎
　
要
子

集
ひ
た
る
後
の
さ
び
し
さ
絵
灯
籠

岸
原
　
邦
代

地
蔵
会
や
な
じ
み
の
顔
の
線
香
売

近
藤
　
笑
香

サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会(

昼)

日
盛
り
や
陸
に
積
ま
れ
し
波
こ
ろ
し

矢
野
　
　
博

夕
立
の
去
り
て
四
方
よ
り
鶏
の
声

石
田
　
　
耕

天
平
の
礎
石
の
窪
み
草
茂
る井

村
　
晴
代

露
涼
し
日
昇
る
ま
で
の
畑
仕
事

横
尾
　
淑
子

サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会(

夜)

糸
と
ん
ぼ
雨
の
気
配
に
去
り
に
け
り

大
野
　
亮
子

短
歌
・
俳
句
・
川
柳

短
歌
・
俳
句
・
川
柳

通
　
り
　
雨

朝
少
し
歩
み
て
あ
と
は
食
べ
て
寝
る

空
し
き
日
日
か
老
後
と
い
ふ
は

噴
き
出
で
し
妻
の
言
葉
の
毒
を
消
す
莨
一
服
緑
陰
に
佇
つ

谷
川
を
這
ひ
下
り
て
く
る
冷
気
あ
り

野
仏
に
座
を
借
り
て
一
服

折
を
り
の
花
を
咲
か
し
め
と
り
ど
り
の

蝶
舞
は
し
め
し
夏
行
か
む
と
す

台
風
の
先
触
れ
の
ご
と
驟
雨
降
る

夜
明
け
の
町
に
救
急
車
着
く

湖
の
ほ
と
り
を
通
る
並
木
路
木
陰
に
秋
は
ひ
っ
そ
り
来
つ

不
意
に
発
つ
五
位
の
羽
音
に
立
竦
む

あ
か
つ
き
や
み
の
空
を
見
つ
め
て

通
り
雨
転
寝
の
間
に
あ
が
り
ゐ
て

つ
く
つ
く
ぼ
う
し
狂
ほ
し
く
鳴
く

８月２日から６日、第22回中間遠賀地
区少年の船が行われました。この研修で
は、鹿児島県知覧町での平和学習と、奄
美大島での自然体験学習が行われ、岡垣
町からは子ども５人とスタッフ４人が参
加しました。
子どもたちは、マングローブの森の中

でのカヌー体験やさんご礁の見学、大島
紬の泥染め体験など、日ごろ味わうこと
のできない貴重な体験をし、見違えるほ
ど成長してきました。この体験が今後に
役立っていくことを期待しています。

笑顔と友情で自然に感動、出会いに感動

川
原
　
方
人
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里山の写真や書道、絵画、陶芸、手
芸などの文芸作品を展示します。
と　き 10月21日(土)22日(日)

午前９時～午後５時
（22日は午後４時まで）

ところ 野間公民館
問い合わせ 実行委員会(的場)

1283－1195へ

里山の文化祭

灯
籠
を
見
上
げ
る
母
の
や
さ
し
き
眼

力
丸
ツ
ヤ
子

棟
上
げ
の
五
色
の
旗
や
雲
の
峰

木
村
　
　
守

人
だ
か
り
し
て
炎
天
の
研
屋
か
な

川
原
　
和
子

木
綿
間
俳
句
会

鉦
叩
き
今
宵
も
同
じ
鉦
た
た
く

貞
刈
　
文
枝

磐
座
の
赤
飯
乾
く
蝉
し
ぐ
れ竹

ノ
下
静
子

黄
昏
に
飛
び
交
ふ
赤
蜻
蛉
ば
か
り

杉
山
久
美
子

大
漁
旗
括
る
七
夕
飾
り
か
な

千
々
石
恵
美
子

岡
垣
川
柳
会

休
刊
日
や
っ
ぱ
り
何
も
な
い
ポ
ス
ト

宇
都
宮
福
夫

苦
労
せ
よ
親
の
躾
も
今
は
な
し

大
堂
　
圏
治

独
り
居
の
惚
け
て
は
な
ら
ぬ
万
歩
計

中
村
　
ナ
ヲ

セ
ク
ハ
ラ
で
市
長
の
席
を
棒
に
振
る

馬
場
　
哲
哉

岡垣町鹿児島県人会では、今年で３回目となるふる里
展示会を駅前ぎゃらりーで行いました。噴火する桜島や
自在鍵など、会員が持ち寄った鹿児島を紹介する文化作
品に、ぎゃらりーの前を通った人が足をとめて、興味深
そうに観賞していました。
同会では、グラウンドゴルフや花見などを行い、鹿児
島弁で語り合い、ふるさとを懐かしんでいます。

【写真と原稿は岡垣町鹿児島県人会の大堂さんの提供】

ふる里展示会

河端幸記さん(戸切白谷区)の家庭菜園で、双子のゴー
ヤができました。内側のゴーヤを抱きかかえるように２
つがくっついていて、大変珍しいなり方だそうです。
河端さんは「双子というより、親が子どもを抱きかか
えているよう。最近、子どもへの犯罪や虐待が相次いで
いますが、このゴーヤは親子の愛や絆の大切さを教えて
くれているような気がします。」と話してくれました。

双子のゴーヤ

▲普通のゴーヤと比べてみるとよく分かります
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○
胸
の
痛
み

※
セ
キ
が
２
週
間
以
上
続
い
た
ら
、
医

療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う

※
高
齢
者
は
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
み
ら

れ
な
く
て
も
食
欲
不
振
・
体
重
減
少

な
ど
、
何
と
な
く
元
気
が
な
い
日
が

続
い
た
ら
早
め
の
受
診
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う

問
い
合
わ
せ

遠
賀
福
祉
環
境
事
務
所

1
２
０
１
‐
４
１
６
４
へ

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険(

共
済
）

は
、
交
通
事
故
時
の
基
本
的
な
対
人
賠

償
を
目
的
に
、
バ
イ
ク
・
原
動
機
付
自

転
車
を
含
む
す
べ
て
の
車
両
の
保
有
者

に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
強
制

保
険
で
す
。

な
お
、
無
保
険(

無
共
済)

車
の
運
行

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
基
本
マ
ナ
ー
に
反

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
罰
則
の
対
象
に

も
な
り
ま
す(

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事

業
主
は
、
政
府
が
管
掌
す
る
労
働
保
険

(

労
災
保
険
・
雇
用
保
険)

に
加
入
す
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
入
手
続
き
は
、
北
九
州
西
労
働
基

準
監
督
署
か
八
幡
公
共
職
業
安
定
所(

ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡)

で
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
労
働
局
労
働
保
険

適
用
室
1
０
９
２
‐
４
３
４
‐
９
８
３

４
へ都

市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び

保
全
の
方
針
の
変
更(

福
岡
県
決
定)

の

原
案
の
閲
覧
を
行
な
い
ま
す
。

【
原
案
の
事
前
閲
覧
を
行
う
も
の
】

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び

保
全
の
方
針
の
変
更(

行
政
界
の
変
更
に

よ
る
も
の)

と
　
き

10
月
２
日
(月)
〜
16
日
(月)(

土

日
祝
日
を
除
く)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
30
分(

福
岡
県
都
市
計
画
課
は
午
後

５
時
45
分
ま
で)

と
こ
ろ

岡
垣
町
役
場
ま
た
は
福
岡
県

都
市
計
画
課

【
公
聴
会
】

公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
た
い
人
は
、

10
月
16
日
(月)
ま
で
に
公
述
申
出
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
述
の
申

し
出
が
な
い
場
合
、
公
聴
会
は
開
催
さ

れ
ま
せ
ん
。

と

き

10
月
30
日
(月)
午
後
７
時
〜
９

時と
こ
ろ

岡
垣
町
役
場

問
い
合
わ
せ

建
設
課
ま
た
は
福
岡
県

都
市
計
画
課
1
０
９
２
‐
６
４
３
‐
３

７
１
１

効
率
的
な
土
地
利
用
と
良
好
な
住
環

境
と
の
調
和
が
取
れ
た
地
域
形
成
を
目

的
に
、
次
の
地
区
の
用
途
地
域
の
変

更
・
地
区
計
画
の
指
定
を
す
る
た
め
、

岡
垣
都
市
計
画
決
定(

案)

の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。

岡
垣
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
・
地

区
計
画
の
決
定(

案)

の
地
区

吉
木
東

１
丁
目
地
内

と
　
き

９
月
26
日
(火)
〜
10
月
10
日
(火)

（
土
日
祝
日
を
除
く)

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ

岡
垣
町
役
場

問
い
合
わ
せ

建
設
課
へ

一
人
ひ
と
り
が
、
結
核
に
関
心
と
正

し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
結
核
予
防
の

第
一
歩
で
す
。

結
核
は
、
平
成
16
年
度
に
は
全
国
で

年
間
二
万
九
千
七
百
三
十
六
人
が
新
し

く
診
断
さ
れ
、
二
千
三
百
二
十
八
人
が

死
亡
し
て
い
ま
す
。

次
の
初
期
症
状
に
注
意(

風
邪
に
似
て

い
ま
す
）

○
２
週
間
以
上
続
く
セ
キ

○
タ
ン(

血
た
ん)

○
発
熱(

と
き
に
微
熱
）

お
知
ら
せ

役場・教育委員会 1282―1211

情報プラザ人の駅 1281―2005

こども未来館 1281―5501

東部公民館 1282―0035

中央公民館 1282―0162

西部公民館 1282―7476

町民武道館 1282―6111

岡垣サンリーアイ 1282―1515

社会福祉協議会 1283―2940

シルバー人材センター 1282―4688

いこいの里高齢者等相談センター

1283―0033

岡垣町高齢者・障害者相談センター

1282―5167

岡垣町東部高齢者・障害者相談センター

1282―5103

岡垣町公式ホームページ
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp
町の情報や広報おかがきを
見ることができます

情報プラザ人の駅ホームページ
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp/plaza/

雇
っ
た
ら
、
入
る

10
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

岡
垣
都
市
計
画
の
変
更
・
決
定
の

原
案
の
閲
覧

９
月
24
日
〜
30
日
は

結
核
予
防
週
間
で
す

無
保
険
・
無
共
済
バ
イ
ク
は

違
反
で
す

岡
垣
都
市
計
画
決
定(

案)

の
縦
覧
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50
万
以
下
の
罰
金
。
違
反
点
数
は
６
点

で
、
直
ち
に
免
許
停
止
処
分
）。
特
に

車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
、
原
動
機
付

自
転
車
は
、
期
限
切
れ
や
か
け
忘
れ
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
九
州
運
輸

局
福
岡
運
輸
支
局
1
０
９
２
‐
６
７

３
‐
１
１
９
１
へ

町
で
は
、
特
定
疾
患
患
者
や
小
児
慢

性
特
定
疾
患
患
者
、
そ
の
保
護
者
の
経

済
的
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
特
定
疾
患

患
者
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
　
象

平
成
18
年
10
月
１
日
現
在

で
、
次
の
３
つ
を
満
た
す
人

①
岡
垣
町
に
住
民
登
録(

外
国
人
登
録
原

票
の
登
録
者
を
含
む)

し
て
い
る
人

②
有
効
期
間
内
の
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
か
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

診
券
を
持
つ
人

③
対
象
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
、
現
在

医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
人

※
軽
快
者
と
し
て
特
定
疾
患
登
録
者
証

を
交
付
さ
れ
た
人
は
該
当
し
ま
せ
ん

支
給
手
続

次
の
４
つ
を
持
参
し
、
10
月
２
日
か
ら

31
日
ま
で
に
健
康
福
祉
課
へ

○
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証(

有
効
期

間：

平
成
18
年
10
月
１
日
〜
平
成
19

年
９
月
30
日)

ま
た
は
小
児
慢
性
特

定
疾
患
医
療
受
診
券(

有
効
期
間
平
成

18
年
４
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31

日)

の
写
し
※
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
の
更
新
手
続
き
な
ど
で
間
に
合
わ

な
い
人
は
健
康
福
祉
課
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

○
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
証

明(

領
収
書
な
ど)

○
印
か
ん

○
本
人(

未
成
年
の
場
合
は
保
護
者)

名

義
の
金
融
機
関
の
振
込
口
座(

郵
便
局

は
除
く)

※
申
請
書
は
健
康
福
祉
課
に

あ
り
ま
す

支
給
金
額

特
定
疾
患
患
者
一
人
に
つ

き
、
年
額
一
万
二
千
円(

見
舞
金
は
12
月

に
支
給
し
ま
す)

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
へ

寝
具
を
回
収
し
、
約
１
週
間
で
水
洗

い
・
乾
燥
・
消
毒
し
て
配
達
し
ま
す
。

と
　
き

10
月
下
旬(

利
用
者
決
定
後
に

連
絡
）

対
　
象

在
宅
で
寝
具
の
衛
生
管
理
が

困
難
な
人(

縁
側
な
ど
に
布
団
を
持
っ
て

い
っ
て
干
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
な
ど)

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

②
高
齢
者
世
帯

③
②
に
準
ず
る
世
帯
に
属
す
る
高
齢

者
・
身
体
障
害
者

利
用
料

○
３
点
一
式
＝
五
百
円(

掛
布

団
、
毛
布
、
敷
布
団)

○
４
点
一
式
Ａ
＝

七
百
円(

掛
布
団
、
毛
布
、
ベ
ッ
ド
パ
ッ

ド
、
介
護
ベ
ッ
ド
用
マ
ッ
ト
レ
ス)

○
４

点
一
式
Ｂ
＝
九
百
円(

掛
布
団
、
毛
布
、

ベ
ッ
ド
パ
ッ
ド
、
ス
プ
リ
ン
グ
マ
ッ
ト

レ
ス)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
13
日

(金)
ま
で
に
健
康
福
祉
課
へ

特
定
疾
患
患
者
見
舞
金
の
支
給

清
潔
な
布
団
で
休
み
ま
し
ょ
う

乳がんの個別検診を行います

対　象 岡垣町に住民票のある40歳以上

の奇数年生まれの女性で、18年度の集団

での乳がん検診を受けていない人(職場な

どで乳がん検診を受ける機会のない人）

検査内容・料金　

○40歳～49歳マンモグラフィー２方向と

視触診で2000円

○50歳以上マンモグラフィー１方向と視

触診で1500円(70歳以上は無料)

※生活保護世帯・非課税世帯の人は受診

前に健康福祉課で手続きしてくだい。

無料の問診票を交付します。手続きは

10月２日からです

※年齢は平成19年３月31日までの満年齢

検診日 10月５日から12月28日までの

月～土曜日(祝日は除く)の午前中※要予

約

検診場所 遠賀中間医師会病院

申し込み 10月２日(月)～12月22日(金)

に、電話で遠賀中間医師会病院1282－

0181へ（先着順で１日３人程度）

※健康手帳が必要です。持っていない人

は健康福祉課で交付を受けてください

問い合わせ 健康福祉課へ
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Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ(

自
宅
な
ど
で
、
情
報
通
信

機
器
を
活
用
し
て
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

業
務
な
ど
を
請
け
負
う
個
人
・
法
人)

事

業
者
や
創
業
希
望
者
、
発
注
企
業
が
交

流
・
商
談
を
促
進
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
フ
ェ

ア
２
０
０
６
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

10
月
28
日
(土)
午
後
１
時
〜
５

時と
こ
ろ

西
日
本
新
聞
会
館(

福
岡
市
中

央
区)

内
　
容

○
講
演
会(

講
師
・
吉
田
雅
紀

さ
ん
。
無
料)

○
交
流
会
・
千
円(

要
予

約)問
い
合
わ
せ

福
岡
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
1
０
９
２
‐
７
８
１
‐
２

０
１
１
へ

基
本
操
作
を
学
び
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
情
報
検
索
を
体
験
し
ま
す
。

と
　
き

10
月
10
日
(火)
24
日
(火)

○
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
〜
正
午

○
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
〜
３
時

対
　
象

町
内
在
住
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
未
経
験
者

芦
屋
町
で
は
、
町
有
地
10
件
を
売
却

し
ま
す
。

受
付
期
間

10
月
２
日
(月)
〜
25
日
(水)
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

芦
屋
町
役
場

問
い
合
わ
せ

芦
屋
町
役
場
1
２
２

３
‐
０
８
８
１
へ

福
岡
県
で
は
、
小
学
校
入
学
前
の
子

ど
も
が
い
る
子
育
て
家
庭
を
応
援
す

る
、
子
育
て
応
援
の
店
事
業
を
10
月
１

日
か
ら
始
め
ま
す
。
登
録
店
に
子
ど
も

連
れ
で
行
く
と
、
商
品
の
割
引
や
ベ
ビ

ー
カ
ー
の
設
置
な
ど
、
各
種
サ
ー
ビ

ス
・
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
地
域
福
祉
財
団

1
０
９
２
‐
５
８
２
‐
２
３
９
６
ま
た

は
福
岡
県
子
育
て
支
援
課
1
０
９
２
‐

６
４
３
‐
３
３
１
１
へ

定
　
員

各
６
人
※
先
着
順

参
加
費

無
料

※
当
日
は
、
午
後
４
時
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

開
催
日
前

日
ま
で
に
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
り
ま
す
。

と
　
き

10
月
14
(土)
午
前
11
時
〜
午
後

４
時

参
加
料

無
料

持
っ
て
く
る
も
の

画
像
デ
ー
タ
か
写

真申
し
込
み

当
日

問
い
合
わ
せ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

と
　
き

10
月
14
日
(土)
午
後
３
時
〜

と
こ
ろ

芦
屋
町
町
民
会
館

演
　
題

○「
聞
い
て
得
す
る
消
化
器

の
は
な
し
」八
尾
恒
良
福
岡
大
名
誉
教

授
○「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
す
秘

訣
」櫻
井
俊
弘
芦
屋
中
央
病
院
長

問
い
合
わ
せ

町
立
芦
屋
中
央
病
院
1

２
２
２
‐
２
９
３
１
へ

骨
髄
バ
ン
ク
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
い

の
ち
の
輝
き
展
＆
ド
ナ
ー
登
録
会
を
行

い
ま
す
。

骨
髄
移
植
は
、
白
血
病
な
ど
の
有
効

な
治
療
法
で
、
移
植
に
は
健
康
な
人
か

ら
の
骨
髄
液
の
提
供
が
必
要
で
す
。
骨

髄
バ
ン
ク
は
骨
髄
液
の
提
供
希
望
者(

ド

ナ
ー)

を
登
録
し
、
患
者
さ
ん
の
白
血
球

の
型
に
合
う
ド
ナ
ー
を
検
索
、
骨
髄
液

提
供
に
結
び
つ
け
る
制
度
で
す
。

と
　
き

10
月
９
日
(月)
〜
15
日
(日)
正
午

〜
午
後
７
時(

土
日
は
午
前
11
時
か
ら
。

最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で)

と
こ
ろ

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ペ
ー
ス
大
名

(

福
岡
市
中
央
区)

内
　
容

パ
ネ
ル
展
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ラ
イ
ブ
、
い
の
ち
の
ア
サ
ガ
オ
の
活
動

紹
介
、
ド
ナ
ー
登
録
会

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
健
康
対
策
課
1

０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
２
６
７
へ

催
　
　
し

講
演
・
講
座

町
立
芦
屋
中
央
病
院

開
設
30
周
年
記
念
講
演
会

骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

が
ん
ば
る
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す

パ
ソ
コ
ン
若
葉
マ
ー
ク
教
室

は
じ
め
よ
う
！
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

創
作
工
房
人
の
駅
　
つ
く
っ
て
み

よ
う
！
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

芦
屋
町
町
有
地
売
却

子
育
て
家
庭
を
応
援
し
ま
す

子育て応援の店はこのステ
ッカーが目印です
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対
　
象

平
成
19
年
４
月
に
小
中
学
校

な
ど
に
入
学
予
定
の
人

【
福
岡
県
立
福
岡
養
護
学
校
】

と
　
き

○
小
学
部
・
高
等
部
＝
11
月

21
日
(火)
29
日
(水)
○
中
学
部
＝
11
月
22
日

(水)
30
日
(木)
の
い
ず
れ
か
１
日

※
と
も
に
午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付

し
、
正
午
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
13
日

(金)
ま
で
に
福
岡
県
立
福
岡
養
護
学
校
1

０
９
２
‐
９
６
３
‐
０
０
３
１
へ

【
福
岡
県
立
北
筑
前
養
護
学
校
】

と
　
き

10
月
24
日
(火)
25
日
(水)
26
日
(木)

12
月
７
日
(木)
８
日
(金)
の
う
ち
１
日

※
と
も
に
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

10
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
４
日

(水)
ま
で
に
福
岡
県
立
北
筑
前
養
護
学
校

1
０
９
２
‐
９
４
３
‐
８
６
７
４
へ

Ｃ
型
肝
炎
相
談
・
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
Ｃ
型
肝
炎
は
、
ウ
イ
ル
ス
感
染

で
起
こ
る
病
気
で
す
。
感
染
し
て
も
気

が
つ
か
な
い
人
も
多
い
の
で
す
が
、
慢

性
肝
炎
と
な
る
人
も
多
く
、
放
っ
て
お

く
と
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
へ
と
進
行
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

養
護
学
校
体
験
入
学

相
　
談

毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

検
　
査

毎
週
月
曜
日
午
前
９
時
〜
10

時※
検
査
結
果
は
、
検
査
の
翌
週
以
降
の

月
曜
日
午
前
９
時
か
ら
10
時
に
、
本

人
に
直
接
伝
え
ま
す

内
　
容

採
血

料
　
金

無
料

と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ

遠
賀
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
1
２
０
１
‐
４
１
６
４

へ
障
害
の
あ
る
人
の
就
業
機
会
を
拡
大

す
る
た
め
に
、
企
業
の
人
事
担
当
者
と

直
接
面
談
で
き
ま
す
。

と
　
き

10
月
18
日
(水)
午
後
１
時
〜
４

時と
こ
ろ

北
九
州
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

問
い
合
わ
せ

八
幡
公
共
職
業
安
定
所

(

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡)
1
６
２
２
‐
５

５
６
６
へ

10
月
16
日
(月)
か
ら
22
日
(日)
は
、
行
政

相
談
週
間
で
す
。

国
や
役
所
の
仕
事
、
公
庫
・
公
団
、

Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕

事
、
県
や
市
町
村
が
国
か
ら
委
任
さ
れ

て
い
る
仕
事
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
と

き
に
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
説
明
に
納
得
が
で
き
な
い

○
処
理
が
間
違
っ
て
い
る

○
苦
情
を
申
し
出
た
が
そ
の
処
理
に
納

得
で
き
な
い

○
こ
の
よ
う
に
し
て
欲
し
い

【
行
政
相
談
委
員
の
巡
回
行
政
相
談
所
】

行
政
相
談
委
員

江
藤
和
生(

高
陽
区)

※
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す

と
き
･
と
こ
ろ

10
月
17
日
(火)
中
央
公
民
館

18
日
(水)
東
部
公
民
館

19
日
(木)
西
部
公
民
館

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

【
定
例
行
政
相
談
】

と
　
き

毎
月
２
・
４
金
曜
日
、
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

い
こ
い
の
里

問
い
合
わ
せ

総
務
課
へ

と
　
き

10
月
18
日
(水)
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
※
受
付
午
前
９
時
30
分
か
ら
午

後
２
時
30
分

と
こ
ろ

水
巻
町
中
央
公
民
館

対
　
象

県
内
に
住
ん
で
い
る
身
体
障

害
者(

児)

、
戦
傷
病
者
・
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
人(

視

覚
障
害
者
と
内
部
障
害
者
は
除
く)

相
談
内
容

○
補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
、
適
合
判
定
○
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
に
関
す
る
こ
と

持
っ
て
く
る
も
の

○
身
体
障
害
者
手

帳
○
戦
傷
病
者
手
帳
○
補
装
具
の
交

付
・
修
理
希
望
の
人
は
、
前
回
交
付
の

補
装
具
○
印
か
ん
　
な
ど

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
へ

悩
み
を
持
つ
青
少
年
、
子
育
て
に
悩

ん
で
い
る
人
、
ま
ず
は
一
度
電
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

相
談
内
容

子
育
て
か
ら
家
庭
教
育
、

い
じ
め
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど

と
　
き

10
月
13
日
(金)
〜
14
日
(土)
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分

相
談
電
話
番
号

(

期
間
中)

1
０
９
４
２
‐

３
７
‐
７
８
６
７

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
青
少
年
課

1
０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
３
８
８
へ

Ｃ
型
肝
炎
相
談
・
検
査

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

相
　
　
談

お
気
軽
に
ど
う
ぞ身

近
な
行
政
相
談

親
と
子
の
な
や
み
相
談
窓
口

あ
な
た
の
補
装
具
は
大
丈
夫
で
す

か
？
身
体
障
害
者(

児)

巡
回
相
談
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田
崎
真
也
さ
ん
に
よ
る
講
演
、
く
す

り
と
健
康
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、
薬
草
展

示
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

と
　
き

10
月
20
日
(金)

と
こ
ろ

ア
ク
ロ
ス
福
岡(
福
岡
市
中
央

区)申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

９
月
30
日

(土)
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
希
望
人

数
、
代
表
者
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

福
岡
県
薬
務
課「
く
す
り
の
健
康
フ
ェ

ア
」係(

〒
８
１
２
‐
８
５
７
７
博
多
区

東
公
園
７
‐
７)

1
０
９
２
‐
６
４
３
‐

３
２
８
４
へ
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
岡
垣
町
と
国
内
留
学
交
流
を
行
っ
て

い
る
長
野
県
上
田
市
真
田
町
の
リ
ン
ゴ

の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
産
地
か
ら

家
庭
へ
直
送
さ
れ
る
た
め
、
も
ぎ
た
て

の
リ
ン
ゴ
を
味
わ
え
ま
す
。

価
格

○
北
斗
10
キ
ロ
グ
ラ
ム(

22
〜
28
玉)

五
千
三
十
五
円

○
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
10
キ
ロ
グ
ラ
ム

(

24
〜
36
玉)

四
千
七
百
五
十
円

※
ま
つ
り
岡
垣
の
開
催
記
念
と
し
て
５

パ
ー
セ
ン
ト
引
き
で
、
送
料
込
み

申
込
締
切

10
月
13
日
(金)

※
商
品
配
達
は
10
月
中

旬
か
ら
下
旬
の
予
定

支
払
方
法

配
達
さ
れ

る
商
品
の
箱
中
の
振
込

用
紙
で
支
払
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
づ
く

り
課
窓
口
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
８
２
‐
１

３
１
０
へ

遠
賀
・
宗
像
自
転
車
道(

三
里
松
原
海

岸
線)

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
の

申
し
込
み
は
不
要
で
参
加
費
無
料
で

す
。

と
　
き

10
月
28
日
(土)
午
前
10
時
〜
※

雨
天
中
止

※
午
前
９
時
15
分
か
ら
波
津
海
水
浴
場

駐
車
場
で
受
付

コ
ー
ス

波
津
海
水
浴
場
か
ら
芦
屋
海

岸
往
復(

途
中
折
り
返
し
は
自
由)

対
　
象

小
学
校
４
年
生
以
上

持
っ
て
く
る
も
の

飲
み
物
、
芦
屋
海

岸
ま
で
行
く
人
は
弁
当
を
持
参

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
へ

と
　
き

10
月
22
日
(日)
午
前
９
時
〜

※
雨
天
時
は
26
日
(木)
に
順
延

と
こ
ろ

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
　
象

町
内
在
住
者

参
加
料

三
百
円

申
込
締
切

10
月
５
日
(木)

※
用
具
・
筆
記
具
は
各
自
持
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

行
山
1
２

８
２
‐
０
９
１
３
、
小
林
1
２
８
２
‐

５
７
９
８
へ

と
　
き

10
月
28
日
(土)
９
時
集
合
※
雨

天
中
止

集
合
場
所

成
田
山
駐
車
場

持
参
品

弁
当
・
水
筒
・
手
袋

問
い
合
わ
せ

岡
垣
登
山
連
盟(

向
井)

1
２
８
２
‐
５
１
６
３
へ

募
　
　
集

ス
ポ
ー
ツ

く
す
り
と
健
康
フ
ェ
ア

産
地
直
送
　
真
田
の
リ
ン
ゴ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

岡
垣
郵
便
局
長
杯
交
歓
大
会

湯
川
山
ふ
れ
あ
い
登
山

運転者は
○飲酒運転は絶対しない
○飲酒を伴う会合などには車で行
かない

家庭・地域では　
○飲酒運転の危険性や反社会性、
事故責任の重大性や悲惨な現実
について話し合い、飲酒運転を
絶対にさせない
○車の運転者に対して、絶対にア
ルコールを提供しない

職場では
○飲酒運転の危険性や悪質性、罰
則について再認識させる　

○飲酒運転３ない運動を徹底する
・飲んだら乗らない
・乗るなら飲まない
・乗る人には飲ませない

飲酒運転を 
撲滅しよう 
飲酒運転を 
撲滅しよう 

飲酒運転を 
撲滅しよう 
飲酒運転を 
撲滅しよう 
飲酒運転を 
撲滅しよう 



13

ヘルシークッキング

いり大豆と小松菜とベーコンの混ぜごはん

材
料
２
人
分

○
米
１
合
○
大
豆
40
ｇ
○
Ａ
＝
酒
大
さ
じ

１
と
２
分
の
１
、
し
ょ
う
ゆ
小
さ
じ
２
、

塩
少
々
○
小
松
菜
50
ｇ
○
ベ
ー
コ
ン
の
薄

切
り
２
分
の
１
枚
○
サ
ラ
ダ
油
小
さ
じ
１

作
り
方

①
米
は
洗
っ
て
炊
飯
器
に
入
れ
、
１
合
の

目
盛
り
の
少
し
下
ま
で
水
を
加
え
て
30

分
お
く
。
大
豆
は
こ
ん
が
り
と
煎
っ
て

お
く(

煎
り
大
豆
を
使
っ
て
も
よ)

。

②
①
に
Ａ
を
加
え
て
軽
く
混
ぜ
、
１
号
の

目
盛
り
ま
で
水
を
加
え
る
。

③
②
に
大
豆
を
散
ら
し
て
普
通
に
炊
く

④
小
松
菜
を
さ
っ
と
ゆ
で
て
水
に
と
り
、

水
気
を
絞
っ
て
２
〜
３
セ
ン
チ
に
切
る

⑤
ベ
ー
コ
ン
を
５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
幅
に
切

る
⑥
小
松
菜
と
ベ
ー
コ
ン
を
油
で
い
た
め
、

③
の
炊
き
上
が
っ
た
ご
は
ん
に
混
ぜ
る

一
人
分
の
栄
養
価

エ
ネ
ル
ギ
ー
３
８
８
kcal
、
た
ん
ぱ
く
質
13
・

０
ｇ
、
脂
質
８
・
６
ｇ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
97
mg
、

塩
分
１
・
４
ｇ
、
食
物
繊
維
４
・
３
ｇ

第171回

岡垣町食生活改善推進会（ヘルスメイトの会）

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

10
月
13
日
(金)
午
後
６
時
30

分
か
ら
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

メ
ン
ネ
ル
フ
ォ
ー(

男
声

合
唱)

曲
　
目

見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星

を
　
ほ
か

※
入
場
無
料

サ
ン
リ
ー
ア
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ

第
３
回
九
北
陶
芸
展

と
　
き

11
月
２
日
(木)
〜
５
日
(日)
午

前
10
時
〜
午
後
５
時(

最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で)

と
こ
ろ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
展
示
コ
ー

ナ
ー

※
入
場
無
料

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座

新
規
入
会
は
入
会
金
が
必
要
で
す
。

た
の
し
い
パ
ソ
コ
ン(

基
礎
コ
ー
ス)

と
　
き

第
１
・
２
・
３
木
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

情
報
プ
ラ
ザ

受
講
料
・
維
持
費

一
万
五
千
九
百

円(

３
か
月
分)

締
切
日

10
月
５
日
(木)

マ
ッ
ト
ピ
ラ
テ
ィ
ス

と
　
き

第
１
・
２
・
３
金
曜
日
午

前
10
時
〜
11
時
30
分

受
講
料
・
維
持
費

九
千
九
百
円

(

３
か
月
分)

バ
イ
オ
リ
ン
製
作
教
室(

初
級
ク
ラ

ス)と
　
き

第
３
・
４
木
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時

受
講
料
・
維
持
費

一
万
五
千
六
百

円(

３
か
月
分)

映
画
上
映
会

サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
所
蔵
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
ま
す
。

と
　
き

10
月
15
日
(日)
午
前
11
時
〜

午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル

定
　
員

百
人(
先
着
順)

内
　
容

○
午
前
11
時
〜
午
後
０
時

５
分「
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
魔
法
の
指

輪
」○
午
後
０
時
15
分
〜
１
時
30
分

「
パ
ワ
ー
パ
フ
ガ
ー
ル
ズ
ム
ー
ビ
ー
」

○
午
後
１
時
40
分
〜
午
後
２
時
30
分

「
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
い
つ
で
も
い
っ

し
ょ
」

※
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

図
書
館
1
２
８
２
‐
５
５
６
６

香典返し寄付香典返し寄付
次の皆様から香典返しとしてご寄

付がありました。厚くお礼を申し上げ
るとともに、故人のご冥福を心からお
祈り申し上げます。（8月受付分まで）
社会福祉協議会へ
○　波多野和子　様　(野間三)
故　波多野春見　様　82歳
○　小濱チリ子　様　(高陽)
故　小濱　三郎　様　74歳
○　渡邉トチ子　様　(戸切白谷)
故　渡邉　磯行　様　86歳
○　吉田　富子　様　(内浦)
故　吉田　純真　様　81歳
○　大村キヨエ　様　(野間三)

故　金井　義孝　様　75歳
○　加藤己未子　様　(三吉)
故　江田　ミヨ　様　93歳
○　近藤トシコ　様　(緑ヶ丘)
故　近藤　幸市　様　89歳
○　宮崎なほみ　様　(野間四)
故　宮崎　正廣　様　58歳
○　諌山　良子　様　(旭東)
故　諌山　淑從　様　73歳

老人クラブへ
○　　戸トミ子　様
○　森　　昭江　様
○　近藤トシコ　様

故　大村　泰輔　様　68歳
○　小林　一老　様　(西高陽)
故　小林　光子　様　76歳
○　　戸トミ子　様　(上畑)
故　　戸　カメ　様　92歳
○　加藤　寿和　様　(三吉)
故　加藤　イト　様　89歳
○　森　　昭江　様　(緑ヶ丘)
故　森　　　茂　様　75歳
○　伊藤　　勝　様　(戸切白谷)
故　伊藤タカヨ　様　94歳
○　安部ヒトミ　様　(海老津)
故　安部スマヱ　様　85歳
○　金井美智子　様　(新海老津)
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久
し
ぶ
り
に
竹
井
氏
の
こ
と
を
書
く

の
で
、
少
し
お
さ
ら
い
し
な
が
ら
話
を

進
め
た
い
。
竹
井
伊
豆
守
重
居

し
げ
お
き(

重
頼)

の

実
家
で
あ
る
温
科

ぬ
く
し
な

氏
は
、
安
芸
あ

き

温
科
郷

を
本
貫

ほ
ん
か
ん

と
す
る
名
門
で
あ
る
。
承
久
３

年(

１
２
２
１
年)

武む

蔵さ
し

国
村
山
党
の
金
子

氏
が
安
芸
国
温
科
郷
の
地
頭
職

じ
と
う
し
き

を
得
て

下
向
、
正
平
22
年(

１
３
６
７
年)

金
子
平

内
左
衛
門
尉

さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

が
守
護
・
武
田
氏
信
か
ら

温
科
村
惣そ
う

地
頭
職
を
預
か
る
有
力
な
武

将
と
な
り
、
苗
字
を
温
科
に
改
め
た
の

で
あ
る
。
文
明
３
年(

１
４
７
１
年)

こ
ろ

に
は
戦
国
大
名
・
大
内
氏
に
従
い
、
一

族
は
大
内
氏
領
国
の
各
地
に
分
散
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
筑

前
国
宗
像
西
郷

さ
い
ご
う

を
拠
点
と
し
た
温
科
氏

で
、
数
代
を
経
た
彌
四
郎
重
房
の
次
男

が
竹
井
伊
豆
守
で
あ
る
。

安
芸
温
科
氏
の
家
紋
は
、「
杏
ぎ
ょ
う

葉よ
う

九く

曜よ
う

」紋
で
あ
る
。
杏
葉
紋
は
、
杏
あ
ん
ず
の
葉
を

意
匠
化
し
た
も
の
で
、
一
説
に
は
銀
杏

い
ち
ょ
う

の
葉
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
９

個
配
し
た
の
が
杏
葉
九
曜
紋
で
あ
る
。

安
芸
の
厳
島
氏
や
大
野
氏
も
こ
れ
を
家

紋
と
し
て
い
る
。

戦
国
期
の
武
将
・
竹
井
氏
の
活
躍
を

記
す
史
科
は
、
最
近
ま
で「
竹
井
文
書
」

収
載
の
古
文
書
数
通
だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
伊
豆
守
が
宗
像
大
宮
司
氏
貞

に
仕
官
し
て
か
ら
宗
像
家
滅
亡
ま
で
の

28
年
間
、
孫
･
八
郎
貞
就

さ
だ
な
り

に
至
る
記
録

で
あ
る
。
後
世
の
者
が
、
こ
の
間
の
歴

史
を
数
点
の
史
科
で
推
し
量
る
の
は
、

パ
ズ
ル
を
解
く
よ
う
な
も
の
で
、
系
図

や
伝
承
に
謎
や
誤
り
が
あ
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

最
初
の
謎
は
、
伊
豆
守
を
竹
井
家
の

始
祖
と
す
る
点
で
、
伊
豆
守
が
温
科
か

ら
竹
井
に
改
姓
す
る
理
由
が
見
当
た
ら

な
い
の
で
あ
る
。
系
図
や
古
文
書
を
先

入
観
な
し
で
見
れ
ば
、
温
科
家
の
次
男

が
竹
井
家
の
養
子
と
な
り
家
督

か
と
く

相
続
し

て
、
伊
豆
守
重
居
を
名
乗
っ
た
と
解
釈

で
き
る
。
伊
豆
守
が
竹
井
家
の
始
祖
な

ら
ば
、
竹
井
姓
の
者
は
直
系
卑
属

ひ
ぞ
く

に
限

ら
れ
る
か
ら
、
子
・
孫
以
外
の
人
物
を

探
し
出
せ
ば
、
養
子
説
は
肯
定
さ
れ
る
。

宗
像
氏
貞
が
伊
豆
守
に
宛
て
た(

永
禄
３

年)

８
月
23
日
の
感
状

か
ん
じ
ょ
う
に「
去
る
16
日
敵
動

く
の
時
、
赤
馬
表

あ
か
ま
お
も
て

に
至
り
、
懸
合

か
け
あ
い

防
戦

を
遂と

げ
、
帰
城
の
節
、
長
尾
原
に
於お

い

て
、
諸
口
よ
り
敵
に
取
籠

と
り
か
こ

ま
れ
る
の
処
と
こ
ろ
、

同
名
孫
太
郎
太
刀
打

た
ち
う
ち

高
名

こ
う
み
ょ
う
、
剰
討
死
候

…
」

と
あ
り
、
竹
井
孫
太
郎
が
討
死
し
た

の
で
あ
る
。
系
図
は
孫
太
郎
を
伊
豆
守

の
次
男
と
し
て
い
る
が
、
少
々
疑
問
が

あ
る
。
伊
豆
守
の
子
供
で
あ
れ
ば
、
息
む
す
こ

孫
太
郎
、
伜
せ
が
れ

孫
太
郎
と
書
く
の
が
普
通

で
あ
る
。
同
名
孫
太
郎
は
、
伊
豆
守
の

親
・
子
な
ど
の
直
系
親
族
以
外
の
一
族

の
者
で
あ
ろ
う
。

謎
の
岡
垣
中
世
史手

野
の
豪
族
・
竹
井
氏

安芸温科氏の杏葉九曜紋

杏葉紋

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会

羽
山
　
健
一

い
つ
く
し
ま

あ
ま
つ
さ
え

そ
う
ろ
う



だ
れ
も
が
な
り
う
る
身
近
な
病
気

う
つ
病
の
症
状

う
つ
病
の
治
療

周
り
に
う
つ
病
の
人
、
気
に
な
る
人

は
い
ま
せ
ん
か

15

た
ら
慎
重
に
受
け
止
め
、
一
人
に
せ
ず

そ
ば
に
付
い
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
受

診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
々
接
す
る
と
き
に
は
、
励
ま
さ
な

い
、
外
出
や
運
動
を
無
理
に
勧
め
な
い
、

考
え
や
決
断
を
求
め
な
い
、
日
常
生
活

の
負
担
を
減
ら
す
と
い
っ
た
こ
と
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

う
つ
病
な
ど
の
心
の
健
康
問
題
や
そ

れ
か
ら
く
る
自
殺
の
問
題
は
、
だ
れ
も

が
抱
え
る
身
近
な
問
題
で
す
。
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
心
の
健
康
に
関
心

を
持
ち
、
問
題
が
出
た
と
き
は
、
悪
化

す
る
前
に
周
囲
の
人
に
相
談
し
た
り
、

地
域
・
職
場
の
適
切
な
機
関
に
相
談
し

た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
林
久
美
子

う
つ
病
の
症
状

○
気
分
が
落
ち
込
む

○
何
を
し
て
も
楽
し
く
な
い

○
お
っ
く
う
で
や
る
気
が
起
こ
ら
な
い

○
自
信
が
な
く
な
り
、
自
分
は
つ
ま
ら
な

い
存
在
だ
と
思
う

○
考
え
が
ど
う
ど
う
め
ぐ
り
す
る

○
自
分
を
責
め
て
し
ま
う

○
い
ら
い
ら
す
る

○
死
ぬ
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
…
な
ど

○
疲
れ
や
す
く
て
だ
る
い

○
よ
く
眠
れ
な
い
、
朝
早
く
目
が
覚
め
る

○
食
事
量
や
体
重
が
減
る

○
食
欲
が
な
い
、
食
べ
物
の
味
が
し
な
い

○
動
悸
、
頭
痛
、
め
ま
い
等
の
体
の
症
状

が
続
く
…
な
ど

（図１）

周
り
が
気
付
く
、
う
つ
病
の
サ
イ
ン
　

○
以
前
と
比
べ
、表
情
が
暗
く
元
気
が
な
い

○
頭
痛
や
め
ま
い
な
ど
の
体
調
不
良
の
訴

え
が
多
く
な
る

○
仕
事
や
家
事
の
能
率
が
下
が
る

○
ミ
ス
が
増
え
る

○
周
囲
と
の
交
流
を
避
け
る
よ
う
に
な
る

○
遅
刻
・
早
退
・
欠
勤
が
増
え
る

○
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
・
外
出
を
し
な
く
な
る

○
飲
酒
量
が
増
え
る

相
談
窓
口

福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
０
９
２
‐
５
８
２
‐
７
５
０
０
　

※
う
つ
の
家
族
教
室
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談(

予
約
制)

1
２
０
１
‐
４
１
６
２

健
康
福
祉
課
　
1
２
８
２
‐
１
２
１
１

（図2）

精
神
的
な
症
状

身
体
的
な
症
状

約
15
人
に
１
人
が
う
つ
病
に
な
り
、

経
験
者
の
４
分
の
３
は
、
治
療
を
受
け

て
い
な
い
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

転
勤
、
転
居
、
昇
進
、
退
職
、
病
気
、

結
婚
、
出
産
、
近
親
者
と
の
別
れ
な
ど

の
環
境
の
変
化
や
家
庭
や
職
場
、
学
校

な
ど
で
の
過
労
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
日

常
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
重
な
り
合
っ

て
脳
の
働
き
を
低
下
さ
せ
、
発
病
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

性
格
が
ま
じ
め
で
几
帳
面
・
責
任
感

が
強
い
・
完
璧
主
義
・
人
当
た
り
が
よ

く
明
る
い
・
遠
慮
深
い
と
い
う
よ
う
な

人
は
、
社
会
的
に
評
価
さ
れ
ま
す
が
、

自
分
自
身
に
ス
ト
レ
ス
を
た
め
や
す
い

と
も
い
え
、
う
つ
病
に
は
よ
り
注
意
が

必
要
で
す
。

う
つ
病
は
特
別
な
病
気
で
は
な
く
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
だ
れ
で
も
な

り
う
る
病
気
な
の
で
す
。

体
の
症
状
が
前
面
に
出
て
い
る
仮
面

う
つ
病
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
あ
り
、
う

つ
病
と
気
付
か
れ
に
く
い
た
め
、
注
意

が
必
要
で
す
。
図
１
の
症
状
が
２
週
間

以
上
続
く
と
き
は
、
う
つ
病
を
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

う
つ
病
は
悪
く
な
る
と
、
自
殺
す
る

こ
と
も
あ
り
、
早
め
に
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
し
っ
か
り
休
息
を

と
り
、
薬
物
療
法
を
行
え
ば
改
善
し
ま

す
。
無
理
を
せ
ず
、
早
め
に
相
談
、
精

神
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

う
つ
病
は
、
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

い
果
た
し
た
状
態
な
の
で
、
家
事
や
仕

事
を
休
む
な
ど
の
積
極
的
な
休
息
や
睡

眠
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
補
充
が
必
要

で
す
。
決
し
て
怠
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

良
い
睡
眠
や
脳
の
働
き
を
正
常
に
す
る

た
め
の
薬
物
療
法
も
必
要
で
す
。
支
持

的
精
神
療
法
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
再

発
防
止
の
た
め
、
医
師
の
指
示
の
下
、

良
く
な
っ
て
も
治
療
を
続
け
ま
し
ょ

う
。
焦
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

う
つ
病
に
自
分
で
気
付
か
な
い
人
、

受
診
を
し
て
い
な
い
人
な
ど
も
い
ま

す
。
悪
化
防
止
の
た
め
、
う
つ
病
の
サ

イ
ン(

図
２)

に
周
り
が
気
付
き
、
本
人

に
受
診
を
勧
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

周
り
の
人
の
理
解
や
支
援
が
、
本
人

の
回
復
を
助
け
ま
す
。
本
人
が
ゆ
っ
く

り
休
養
で
き
る
環
境
を
作
り
、
定
期
的

に
通
院
で
き
る
よ
う
に
協
力
す
る
こ

と
、
自
殺
を
ほ
の
め
か
す
言
動
が
あ
っ

う
つ
病
は
、
近
年
増
え
て
お
り
、
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
う
つ
病
を
理

由
に
休
職
す
る
労
働
者
が
、
自
治
体
・
民
間
企
業
と
も
に
急
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
殺
者
は
平
成
10
年
か
ら
３
万
人
を
越
え
、
そ
の
後
も
横
ば
い
状
態
で
す
。
自
殺
の
原

因
に
も
う
つ
病
は
関
連
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

う
つ
病
へ
の
対
策
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
大
事
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。



第
1

第
4第

2

第
3水 

木 水 

木 水 

木 
東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 
三吉、三吉団地、吉木、 
高塚、塚原、西黒山、 
東黒山、糠塚、山田 
湯川、波津、原、内浦、 
手野、新松原、元松原、 
海老津、上畑、新海老津 

戸切、戸切白谷、 
戸切百合野、上海老津、 
龍王団地、山田峠 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

○有料シールを貼付してください○粗大ごみは自宅まで取りに行きます 
○出せるごみは「ごみの分け方、出し方」を見てください 
○祝日はごみの収集が休みです 

上畑、海老津、戸切百合野 

波津、吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、戸切、西山田、高倉、 
上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉、新松原、元松原 

月2回 
大型汲取り 
収集地区 

A（1日目） 

B（2日目） 

A（1日目） 

B（2日目） 

C（3日目） 

月2回 
小型汲取り 
収集地区 

し尿収集日程　人頭制（普通式・無臭式）従量制（量による汲取り式） 

粗大ごみ収集日程 し尿収集日程表（月2回汲取り） 

○保育料………………10月分 
　(延長保育料は9月分) 
○町営住宅家賃………10月分 
○町県民税……………3期分 
○国民健康保険税……4期分（10月2日） 
　　　　　　　　……5期分（10月31日） 

土日祝日を除く収集日の2日前までに環境共生課へ電話で申し込んでください 

１日 

２日 

３日 

４日 

５日 

６日 

７日 

８日 

９日 

10日 

11日 

12日 

13日 

14日 

15日 

16日 
高倉、上高倉、新海老津、野間一 
野間二、野間三、野間四、山田、 
西山田、東山田、南山田、茅原、桜台 

湯川、原、波津 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ、波津、元松原 

月２回汲取りＢ 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＣ 

内浦、手野、西黒山、東黒山 

三吉、吉木 

月２回汲取りＡ、糠塚 月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ、上高倉 

月２回汲取りＣ、高塚、吉木 

手野、新松原、東山田、 
海老津（小局方面）、上畑 

東高陽、戸切、戸切百合野、 
戸切白谷、海老津 

○女性のための悩みごと相談 
　 ｢おかがきホ ットライン｣　10:00～17:00 
　　　　1092－741－7140《毎週水曜日》 
○教育電話相談(教育委員会内) 
　　　　1282－4884《毎週月・水・金曜日》 
○心配ごと相談　13:30～16:00 
　13日(金)いこいの里、20日(金)東部公民館  
　27(金)いこいの里 

○法律相談　13:30～16:30 
　13(金)、27(金)いこいの里 
　※要電話予約1283－2940 
○行政相談　13:30～16:00 
　13(金)、27(金)いこいの里 
○交通事故相談　10:00～16:00 
　11日(水)ハピネス中間 
　1244－1111

10月の納期 各　種　相　談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署　1293－1231へ 

吉木、高塚、元松原、西黒山 
 
吉木(正矢口・古小路方面)、 
塚原Ａ、吉木、塚原Ｂ 
 

三吉 

三吉 

三吉団地、三吉 

手野、新松原、内浦 

野間三(高倉団地、西鉄団地)、 
海老津、吉木、緑ヶ丘 

月２回汲取りＢ 

東黒山、西黒山、糠塚、高倉、 
吉木（倉丸方面） 

高塚、吉木（倉丸方面） 

吉木（倉丸方面） 

高倉、上畑、海老津、上高倉 

山田、東松原、百合ケ丘、鍋田、 
高陽、東高陽、西高陽、東海老津、 
海老津、新海老津、山田峠、糠塚 

戸切、戸切百合野、戸切白谷、 
上海老津 

大　型　車 小　型　車 

糠塚 

10月 
17日 

18日 

19日 

20日 

21日 

22日 

23日 

24日 

25日 

26日 

27日 

28日 

29日 

30日 

31日 

大　型　車 小　型　車 10月 

波津、原、内浦 

海老津 

内浦、高倉、海老津、野間四 

高倉、吉木 

戸切、戸切百合野① 

戸切、戸切百合野② 

人　口…32,245人(＋43) 
　　　内189人は外国人 
女　性…16,906人(＋18) 
男　性…15,339人(＋25) 
世帯数…12,047世帯(＋30) 
　　内98世帯は外国人世帯 
　　  (　　)は前月との比較 

出　生…22人 
死　亡…31人 
転　入…145人 
転　出…93人 
まちの広さ…48.51km2

ひとの動き（8月末） 人身事故件数（7月） 救急・火災医療（8月） 
救急 出場件数 122 

　　 搬送人員 119 

火災 出火件数 1 

　　 り災世帯 0 

 

火災の問い合わせ　遠賀郡消防本部10180-999-998

14 

0 

0 

20

（＋2） 

（±0） 

（－1） 

（＋19） 

（－13） 

（－1） 

（－2） 

（－27） 

94 

0 

3 

122

7月（前年比） 累計（前年比） 
事故件数 

死亡者数 

重傷者数 

軽傷者数 

16



10月の行事予定 
1（日） 

8（日） 

2（月） 

9（月） 

3（火） 

10（火） 

16（月） 

24（火） 

31（火） 

11（水） 

17（火） 

25（水） 

12（木） 

18（水） 

26（木） 

13（金） 

19（木） 

27（金） 

4（水） 

5（木） 

6（金） 

7（土） 

いこいの里 

スポーツ大会 

こども未来館 

母子健康手帳交付(こども未来課) 
9:00～9:20受付 

祝・体育の日  
　ふれあいスポーツデー（総合グラウンド）9:30～ 

にこにこクッキング「予約制」(中央公民館) 
10:00～12:30

高齢者スポーツ大会(ウエーブアリーナ)10:00～  
ポリオ予防接種(いこいの里)13：15～13：45受付 

４か月児健診(いこいの里)13:00～13:15受付 
７か月児健診(いこいの里)13:15～13:30受付 

子育て相談(こども未来館)9:30～11:00  
自由広場(こども未来館)9:30～11:00  
健康相談(東部公民館)10:00～11:30

14（土） 

15（日） 

22（日） 

29（日） 

21（土） 

23（月） 

30（月） 

20（金） 

28（土） 

ひとり暮らし高齢者のつどい(国民宿舎ひびき) 
11:30～14:00  
母子健康手帳交付(こども未来課) 
9:00～9:20受付 

にこにこクッキング「予約制」(中央公民館) 
10:00～12:30

母子健康手帳交付(こども未来課) 
9:00～9:20受付 

駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
・・・
10
月
上
旬『
鉄
道
記
念
日
展
示
会
』　
下
旬『
キ
ッ
ズ
＆
ふ
れ
あ
い
教
室
作
品
展
』 

1日 
7～ 
9日 
8日 
13日 

 
14日 
15日 

20日 
 

22日 
28日 

 
29日 

おはなし会13:30 
第7回アジアバドミントンジ
ュニアクラブ選手権in岡垣 
おはなし会14:30 
いちご畑のコンサート 
　18:30～19:00 
おはなし会14:30 
おはなし会14:30 

いちご畑のコンサート 
　18:30～19:00 
おはなし会14: 30 
おはなし会14: 30　 
いちご塾文化講演会18:45 
おはなし会14: 30

3日 
 

4日 
 

6日 
 

7日 
 

8日 
 
 
 

11日 
12日 

 
14日 

 
 

15日 
 

17日 
 

19日 
 

20日 
 

21日 
 

22日 
 

27日 
28日 

 
29日 

双子ちゃん情報交換 
　10:00～11:30 
アトピーアレルギー児の 
　情報交換会10:00～11:30 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
イラストクラブ ①10:30～
12:00②13:00～14:30 
野外・スポーツクラブ 
　 10:00～11:00 
おもちゃ病院 
　10:00～16:00 
ママの時間10:00～12:00 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
音楽ひろば 13:00～14:00 
フリークライミング 
　13:00～16:00 

フリークライミング 
　13:00～16:00 
プレママクラブ 
　10:00～11:30 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
ベビークラブ 
　10:00～11:00 
野外＆料理クラブ 
　9:30～13:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:30 
ママの時間10:00～12:00 
親子で楽しむ折り紙 
　10:00～12:00 
おもしろクラブ 
 10:00～11:30 
 
 

1日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7日 
 
 

9日 
 
 
 
 
 
 
 
 

22日 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

24日 
 
 

27日 
 
 

28日 
 

29日 

バレーボール連盟・バレーボ
ール選手権大会「男子の部」（ウ
エーブアリーナ）9:00～
20:00 
少年軟式野球連盟・第27回
連盟会長杯争奪戦大会（松ヶ
台グラウンド）7 : 0 0 ～
18:00 
軟式野球連盟・秋季大会「３
日目」（町民総合グラウンド・
ふれあいスポーツ広場）
8:00～17:00 
卓球連盟･秋季卓球大会（町
民体育館）8:30～18:00 
グラウンドゴルフ連盟・遠賀
郵政部会大会（町民総合グ
ラウンド）8:30～14:00 
弓道連盟・高倉神社秋季大
祭奉納弓道大会（高倉神社
弓道場）9:00～16:00 
剣道連盟・高倉神社秋季大
祭奉納剣道大会（高倉神社
境内）12:00～17:00 
相撲連盟・高倉神社秋季大
祭奉納相撲大会（高倉神社
相撲場）16:30～22:00 
バレーボール連盟・バレーボ
ール選手権大会「女子の部」（ウ
エーブアリーナ）9:00～
20:00 

少年軟式野球連盟・第27回
新人戦大会（松ヶ台グラウン
ド）7:00～18:00 
グラウンドゴルフ連盟・岡垣
郵便局長杯交歓大会（町民
総合グラウンド）9:00～
14:00 
硬式テニス連盟・秋季ミック
ス大会（町民テニスコート）
8:00～17:00 
インディアカ連盟・秋季大会
（町民体育館）9:00～13:00 
ゲートボール連盟・秋の親善
ふれあい大会（町民総合ラ
ウンド）8:30～13:30 
ペタンク連盟・玄界灘ペタン
ク交流大会（町民総合グラ
ウンド）8:00～16:00 
登山連盟・湯川山ふれあい
登山（岡垣町）9:00～15:00 
バスケットボール連盟・秋季
町内大会（ウエーブアリーナ）
8:00～20:00 
ソフトボール連盟・秋季東西
対抗戦（町民総合グラウンド）
9:00～15:00

7日 
8日 
14日 

 
15日 

21日 
22日 
28日 
29日 

舞踊笠西会（笠 ひとみ） 
日本舞踊翠秀流（翠秀 珠玉） 
カラオケ（野間カラオケ同
好会）  
新舞踊末広会（吹雪 さくら）  

新舞踊翼流（翼 しげる） 
藤丘新舞踊（藤丘 竜聖） 
冨久美新舞踊（冨久美 あや子） 
舞踊・カラオケ・フラダンス（ジ
ョイフレンド） 

ふれあいイベント(12:30～13:30)

おもちゃ図書館日程(13:00～16:00)　14日・28日 

（　 町イベントなど　  健康福祉事業） 情報プラザ人の駅 
1日 
 

7日 
 

8日 
 

10日 
 

14日 
 
 
 

21日 
 

23日 
 

24日 
 

28日 
 

30日 

チャレンジ・インターネット 
　講座13：30～16：00 
チャレンジ・エクセル講座 
　１8：30～21:00 
チャレンジ・インターネット 
　講座13：30～16：00 
若葉マーク教室①10：00～ 
　正午②13：00～15：00 
創作工房人の駅 
　1１：00～16：00 
チャレンジ・エクセル講座 
　１8：30～21：00 

チャレンジ・デジカメ講座 
　１8：00～21：30 
チャレンジ・ワード講座 
　13：30～16：00 
若葉マーク教室①10：00～ 
　正午②13：00～15：00 
チャレンジ・デジカメ講座 
　１8：00～21：30 
チャレンジ・ワード講座 
　13：30～16：00 
 

戦没者合同慰霊祭(岡垣サンリーアイ)10:30～  
ポリオ予防接種(いこいの里)13：15～13：45受付 

母子健康手帳交付(こども未来課) 
9:00～9:20受付 

３歳児健診(いこいの里)13:00～13:20受付 

こどもの発達相談｢予約制｣(役場)9:00～12:30

第14回まつり岡垣(岡垣サンリーアイ) 
10:00～15:00
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今回の表紙

小学生も中学生も楽しみにしている給食

の時間。岡垣町では、平成17年１月から、

中学校でも給食を行っています。

岡垣東中学校１年１組を取材したこの日

の献立は、人気メニューのカレーでした。

子どもたちは、おいしい給食をあっという

間に食べ終わりました。

９月２日午後９時40分、三里松原海岸の砂浜でアカウミガメ

の卵がふ化しました。

７月14日に111個の産卵を確認。８月25日の調査で、あと１

週間でふ化することが確認されてから「もうすぐ子ガメたちに会

える」と大きな期待を胸に、この日までみんなで温かく見守って

きました。初めの１匹が地上へ出てからわずか20分、子ガメた

ちの旅立ちはあっという間でした。子ガメたちは、戸切小学校の

児童ほか約50人に見守られ、元気に海へ帰っていきました。

大きくなったら岡垣に帰って来てね。海も浜もきれいにしてみ

んなで待ってるよ。

突然秋が訪れたので、慌てて秋物を引っ張り出しました。寒さが苦手な私は、
早速ホットカーペットやヒーターの準備も始めました。気が早すぎるでしょう
か。朝夕の冷え込みで風邪など引かないよう、みなさんも気をつけてくださ
い。 (波多野)
「海がめの卵がふ化した」という嬉しいニュースを、私はちょっとだけ悲しい
気持ちで聞きました。なぜなら、その感動の瞬間を撮影できなかったからです。
ふ化したのは土曜日の夜。私は木曜日からカメラを持ち帰り、いつ連絡が来て
もいいように、自宅で待機していました。しかし、何の連絡がないまま月曜日
の朝にそのニュースを聞きました。連絡が来るように打ち合わせをしていまし
たが、結局取材できず非常に残念でした。来年もまた海がめが産卵に来てくれ
ることを願っています。 (村上)

▲
▲

今
か
今
か
と
子
ガ
メ
の
出
現
を
待
ち
ま
す

▲

つ
い
に
子
ガ
メ
が

顔
を
出
し
ま
し
た

▲

最
初
の
１
匹
が
姿
を
見
せ

る
と
、
続
々
と
は
い
出
し

て
き
ま
し
た

▲

少しずつ地面が盛
り上がってくると

▲

一心不乱に海へ一直
線。無事大海原へ旅
立ちました

▲

▼

来年もアカウミガメが帰ってくるように、これからも美しい海岸を守りましょう。


